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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第129期

第３四半期連結
累計期間

第129期
第３四半期連結
会計期間

第128期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 1,049,670204,5811,541,368

経常利益又は経常損失（△損失）（千円） 3,040 △22,139 29,060

四半期（当期）純利益又は純損失（△損失）（千円） △175,635△19,536 1,803

純資産額（千円） － 3,044,5943,245,947

総資産額（千円） － 3,335,0773,681,470

１株当たり純資産額（円） － 42.79 45.62

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は純損失金額（△損失）

（円）
△2.47 　△0.27 0.03

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）    －     － －

自己資本比率（％） － 91.3 88.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△102,738 － △456,446

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△539,631 － △138,179

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△188 － 449,574

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 684,6101,327,168

従業員数（人） －     41 41

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　３．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人）
41

     （12）

　（注）従業員数は就業人員であり、（　）内の数字は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で

表示しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人）
19

（－）

　（注）従業員数は就業人員であり、（　）内の数字は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員を外数で表示

しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績等

　当第３四半期連結会計期間における生産実績等を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

(イ)生産実績

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　化粧品事業（千円） 73,413

合計（千円） 73,413

　（注）１．化粧品は、当社の加工指図により連結子会社㈱ラフィネが生産したものであります。

２．上記の金額は、生産価格によって表示しております。

３．上記の金額には、消費税等が含まれておりません。

 

(ロ)仕入実績

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　繊維事業（千円） 45,206

　化粧品事業（千円） 6,947

　不動産事業（千円） 8,747

　雑貨販売事業（千円） 2,906

合計（千円） 63,808

　（注）１．繊維製品は、当社の加工指図により生産したものを、外注業者から仕入しております。

　　　　２．化粧品は、化粧品・雑貨等を外注業者から仕入しております。

３．不動産は、不動産事業に係る原価額を計上しております。

４．雑貨販売は、雑貨等を外注業者から仕入しております。

５．上記の金額は、仕入価格によって表示しております。

６．上記の金額には、消費税等が含まれておりません。

 

(2）受注実績

　当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

　繊維事業 58,599 7,330

　化粧品事業 86,714 22,010

　　　　　　合計 145,313 29,340

　（注）上記の金額には、消費税等が含まれておりません。
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(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　繊維事業（千円） 57,549

　化粧品事業（千円） 93,454

　不動産事業（千円） 49,626

　雑貨販売事業（千円） 3,951

合計（千円） 204,581

　（注）１．上記の金額には、消費税等が含まれておりません。

２．当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

 

 相手先

 

 当第３四半期連結会計期間　　　　　（自　平成20年10月１日

     至　平成20年12月31日） 

 金額（千円）  割合（％）

 　㈱ビーライフ 27,900  　　　 13.6  　　　

３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機の影響や円高の進行などにより企業収益が

大幅に減少するなど、景気は急速に悪化してまいりました。

このような状況の中、当社グループの繊維事業では、新規取引先の開拓を積極的に行い販路を拡大することがで

き、当事業の売上高は前年同期を上回り57,549千円、営業損失は149千円となりました。

化粧品事業では、人気ヘアサロン「ZACC」の代表である高橋和義氏が原料の段階から携わり開発した新商品「

ZACC　ヘアケアシリーズ」のシャンプー、コンディショナー、トリートメント、トリートメントローションを平成20年

10月より新発売し、当社オリジナルブランド「エコナージュシリーズ」とともにこれらの商品の受注が増加いたしま

したが、ＯＥＭ受注は減少いたしました。その結果、当事業の売上高は93,454千円、営業損失は13,662千円となりまし

た。

不動産事業では、新宿の駐車場及び西麻布ビルの賃貸による安定した収入により、売上高は49,626千円、営業利益

は38,437千円となり、当社グループの収益事業として貢献いたしました。

上記の事業の他に、子会社である株式会社エレナにおきまして、新たな事業の取り組みを進める中で、平成19年９

月から本格的に稼働したインターネット販売を含めた化粧品・雑貨販売におきましては取り扱い品目を絞り込むな

ど、採算性の見直しを行い売上拡大に取り組みました結果、雑貨販売事業といたしましては、売上高は3,951千円、営業

損失は6,032千円となりました。

  

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結会計期間の売上高は204,581千円、営業損失は36,518千円、経常損失

は22,139千円、四半期純損失は19,536千円となりました。

　  

（２）キャッシュ・フローの状況

　キャッシュ・フローの状況は、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）

は、前第２四半期連結会計期間末に比べ264,246千円減少し、当第３四半期連結会計期間末残高は684,610千円となり

ました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、71,130千円となりました。これは、税金等調整前四半期純損失の計上や売上債権の

増加、仕入債務の減少などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は193,025千円となりました。これは、貸付けによる支出や有形固定資産取得のための

保証金支出などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、90千円となりました。これは、自己株式の取得によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末と同じく、重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売

却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

 ②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 71,177,466 71,177,466

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 71,177,466 71,177,466 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

 平成20年10月１日から

 平成20年12月31日まで
－ 71,177 － 3,224,825 － －

　 

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

  　　 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　　　 ①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

－

株主として権利内容に

制限のない、標準とな

る株式であり、単元株

式数は1,000株であり

ます。 
普通株式 25,000

完全議決権株式（その他）
普通株式 

　　　　
71,107,000 71,066 同上

単元未満株式 普通株式 45,466 － 同上

発行済株式総数 71,177,466 － －

総株主の議決権 － 71,066 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が41,000株含まれております。

        なお、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数41個が含まれておりません。

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

エコナック株式会社

東京都中央区日本橋堀

留町１丁目７番７号
25,000 － 25,000 0.04

計 － 25,000 － 25,000 0.04

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 92 84 90 74 73 59 54 55 44

最低（円） 69 75 71 65 56 47 31 32 34

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は次のとおりであります。

　役職の異動

新役名 旧役名 氏名 異動年月日

取締役 取締役会長 川崎　善久 平成20年11月14日 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、フロンティア監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 684,610 1,327,168

受取手形及び売掛金 158,387 150,427

商品及び製品 50,841 29,814

仕掛品 1,984 6,552

原材料及び貯蔵品 23,430 16,561

販売用不動産 426,205 594,644

短期貸付金 399,392 －

その他 68,146 32,513

貸倒引当金 △7,423 △2,804

流動資産合計 1,805,573 2,154,877

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 80,647 87,466

機械装置及び運搬具（純額） 45,672 58,094

工具、器具及び備品（純額） 11,605 15,087

土地 1,222,554 1,247,134

建設仮勘定 9,520 －

有形固定資産合計 ※1
 1,369,999

※1
 1,407,783

無形固定資産 7,979 9,302

投資その他の資産

投資有価証券 52,127 72,091

長期貸付金 70,600 －

破産更生債権等 8,260 8,260

その他 28,980 37,416

貸倒引当金 △8,444 △8,260

投資その他の資産合計 151,524 109,507

固定資産合計 1,529,503 1,526,592

資産合計 3,335,077 3,681,470
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 35,881 156,748

未払法人税等 2,171 12,708

賞与引当金 1,929 5,849

未払金 39,751 40,659

その他 35,471 26,282

流動負債合計 115,203 242,247

固定負債

退職給付引当金 3,203 11,306

再評価に係る繰延税金負債 54,489 64,444

長期預り金 117,587 117,524

固定負債合計 175,279 193,274

負債合計 290,483 435,522

純資産の部

株主資本

資本金 3,224,825 3,224,825

資本剰余金 － 1,147,600

利益剰余金 △233,022 △1,219,612

自己株式 △1,892 △1,704

株主資本合計 2,989,910 3,151,109

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △25,368 161

土地再評価差額金 80,052 94,677

評価・換算差額等合計 54,683 94,838

純資産合計 3,044,594 3,245,947

負債純資産合計 3,335,077 3,681,470

EDINET提出書類

エコナック株式会社(E00576)

四半期報告書

12/22



（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 1,049,670

売上原価 731,186

売上総利益 318,483

販売費及び一般管理費 ※
 333,370

営業損失（△） △14,886

営業外収益

受取利息 1,048

貸付金利息 20,194

受取配当金 117

仕入割引 1,063

有償見本 2,643

製品保管料 909

販売用不動産賃貸料 2,748

雑収入 1,714

営業外収益合計 30,440

営業外費用

廃棄損 1,481

有償見本費用 2,017

貸倒引当金繰入額 3,734

投資事業組合損失 5,147

雑損失 133

営業外費用合計 12,513

経常利益 3,040

特別利益

賞与引当金戻入益 3,388

貸倒引当金戻入益 59

投資有価証券売却益 294

特別利益合計 3,741

特別損失

固定資産除却損 771

販売用不動産評価損 163,160

損害賠償金 734

減損損失 24,580

特別損失合計 189,246

税金等調整前四半期純損失（△） △182,464

法人税、住民税及び事業税 3,000

法人税等調整額 △9,829

法人税等合計 △6,829

四半期純損失（△） △175,635
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 204,581

売上原価 132,880

売上総利益 71,700

販売費及び一般管理費 ※
 108,218

営業損失（△） △36,518

営業外収益

受取利息 0

貸付金利息 12,955

受取配当金 30

仕入割引 322

有償見本 1,034

販売用不動産賃貸料 828

雑収入 704

営業外収益合計 15,874

営業外費用

廃棄損 11

有償見本費用 739

貸倒引当金繰入額 385

投資事業組合損失 360

雑損失 0

営業外費用合計 1,496

経常損失（△） △22,139

特別利益

賞与引当金戻入益 3,388

貸倒引当金戻入益 59

投資有価証券売却益 294

特別利益合計 3,741

特別損失

損害賠償金 245

特別損失合計 245

税金等調整前四半期純損失（△） △18,643

法人税、住民税及び事業税 892

法人税等合計 892

四半期純損失（△） △19,536
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △182,464

減価償却費 26,110

減損損失 24,580

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,803

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,920

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,103

受取利息及び受取配当金 △21,360

長期前払費用償却額 2,371

投資事業組合損失 5,147

販売用不動産評価損 163,160

有形固定資産除却損 771

投資有価証券売却損益（△は益） △294

売上債権の増減額（△は増加） △7,959

たな卸資産の増減額（△は増加） △18,049

仕入債務の増減額（△は減少） △120,867

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,936

未収消費税等の増減額（△は増加） 3,531

差入保証金の修繕費振替 5,215

その他の資産の増減額（△は増加） 7,815

その他の負債の増減額（△は減少） △2,790

小計 △116,366

利息及び配当金の受取額 21,015

法人税等の支払額 △8,477

法人税等の還付額 1,089

営業活動によるキャッシュ・フロー △102,738

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △12,355

有形固定資産取得のための保証金支出 △53,830

有形固定資産の売却による収入 6,350

投資有価証券の取得による支出 △10,720

投資有価証券の売却による収入 300

貸付けによる支出 △492,200

貸付金の回収による収入 22,207

差入保証金の差入による支出 △359

差入保証金の回収による収入 946

出資金の回収による収入 30

投資活動によるキャッシュ・フロー △539,631

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △188

財務活動によるキャッシュ・フロー △188

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △642,558

現金及び現金同等物の期首残高 1,327,168

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 684,610
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更　

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法又は個別法

による原価法によっておりましたが、第1四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に

関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴

い、主として総平均法又は個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　この変更による、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　固定資産の減価償却費の算定

方法

　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定している

ため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１.有形固定資産から直接控除した減価償却累計額は

299,336千円であります。

※１.有形固定資産から直接控除した減価償却累計額は

285,125千円であります。

　２.　　　　－ 　２.受取手形裏書譲渡高は16,316千円であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

　　は次のとおりであります。

１.給料手当 84,427千円

２.役員報酬 42,240

３.諸会費・手数料 63,604

４.貸倒引当金繰入額 1,128

５.退職給付引当金繰入額 3,471

６.賞与引当金繰入額 7,202

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

　　は次のとおりであります。

１.給料手当 28,663千円

２.役員報酬 13,380

３.諸会費・手数料 21,516

４.貸倒引当金繰入額 612

５.退職給付引当金繰入額 1,057

６.賞与引当金繰入額 1,412
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

（千円）

　現金及び預金勘定 684,610

　現金及び現金同等物 684,610

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　71,177千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　27千株

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成20年６月27日開催の第128回定時株主総会の決議により欠損てん補を目的として資本準備金の全

額を取り崩し、その他資本剰余金に振替えた後、その他資本剰余金で繰越利益剰余金の欠損てん補を行いまし

た。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が1,147,600千円減少し、利益剰余金が1,147,600

千円増加いたしました。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）

 
繊維
（千円）

化粧品
（千円）

不動産
（千円）

雑貨販売
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
(千円)

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
57,54993,45449,626 3,951204,581 － 204,581

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ － － － － － －

計 57,54993,45449,626 3,951204,581 － 204,581

営業利益（又は営業損

失）
(149)(13,662)38,437(6,032)18,593(55,111)(36,518)

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）

 
繊維
（千円）

化粧品
（千円）

不動産
（千円）

雑貨販売
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
(千円)

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
127,406267,007492,996162,2601,049,670 － 1,049,670

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ － － － － － －

計 127,406267,007492,996162,2601,049,670 － 1,049,670

営業利益（又は営業損

失）
(18,992)(25,880)199,582(7,033)147,675(162,562)(14,886)

　（注）１．事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　　　　なお、第２四半期連結会計期間より、「インターネット販売」から「雑貨販売」事業に変更して掲記しております。

従来より雑貨をインターネット販売にて取扱っており、今後の販売計画も考慮したうえで、「雑貨販売」に

統一いたしました。変更による影響額はありません。

２．各事業の主な製品

（1）繊維：エンブロイダリーレース、その他繊維製品

（2）化粧品：基礎化粧品、医薬部外品、化粧品雑貨

（3）不動産：テナントビルの賃貸、不動産の売買・仲介、駐車場の運営（時間貸し）

（4）雑貨販売：化粧品雑貨、その他

３．上記の金額には、消費税等が含まれておりません。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 42.79円 １株当たり純資産額 45.62円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 △2.47円 １株当たり四半期純損失金額 △0.27円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純損失（△）（千円） △175,635 △19,536

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △175,635 △19,536

期中平均株式数（株） 71,152,440 71,151,678

 

（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月５日

エコナック株式会社

取締役会　御中
 

フロンティア監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤　井　　幸　雄　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 本　郷　　大　輔　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエコナック株式会社

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エコナック株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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